別紙８　その２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（共通）　　　　
騒音（振動）の防止の方法
	
	１．騒音（ 振動 ）の防止の方法

１）基礎コンクリートを厚くしている（３００ｍ/ｍ）

２）バネ等による弾性支持とする。
３）低振動型の圧縮機を設置する。


２．作業場建物の構造等（振動は記入不要）

作　業　場　建　物　の　構　造
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備考　１．　騒音の防止の方法の記載については、消音器の設置、音源室内の防音措置、遮音塀の設置等騒音の防止に関して講じようとする措置の概要を記入する。
２．　振動の防止の方法の記載については、吊基礎、直接支持基礎（板ばね、コイルばね等を使用するもの）、空気ばねの設置等振動の防止に関して講じようとする措置の概要を記入する。
（振動の届出の場合記入の必要はない。）





届出項目以外は（＝）にて消去する。





その他、防止の方法について具体的に記入する。








